
別紙 

 

温室効果ガス削減計画 

 

 

１ 事業の概要 

（１）事業所の名称 

日東電工株式会社 尾道事業所 

 

（２）事業所の所在地 

広島県尾道市美ノ郷町本郷４５５－６ 

 

（３）業種 

プラスチックフィルム製造業 

 

（４）事業所位置図 

   別紙（平面図）のとおり 

 

２ 計画の期間 

平成２５年度を基準とする。 

計画の期間は、令和３年から令和５年の３年間とする。 

   

３ 計画の基本的な方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾道事業所 環境方針による（別添－１） 
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４ 温室効果ガスの排出状況（二酸化炭素換算） 

 

【エネルギー起源二酸化炭素】 
 

温室効果 

ガスの種類 

温室効果ガス排出量（t-CO2） 

基準年度 

平成２５年度 

直近年度 

令和１年度 

二酸化炭素 

１３１，８７８ 

LPG      ：０ 

LNG      ：４２，７３９ 

購入電力    ：８９，１３９ 

１３５，１０６ 

LPG      ：０ 

LNG      ：３５，１９５ 

購入電力    ：１１６，６３５ 

 

【非エネルギー起源二酸化炭素】 
 

温室効果 

ガスの種類 

温室効果ガス排出量（t-CO2） 

基準年度 

平成 年度 

直近年度 

平成 年度 

二酸化炭素   

 

【その他温室効果ガス】 
 

温室効果 

ガスの種類 

温室効果ガス排出量（t-CO2） 

基準年度 

平成 年度 

直近年度 

平成 年度 

メタン   

一酸化二窒素   

ＨＦＣ 

ＰＦＣ 

ＳＦ6 
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５ 温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標 

 《排出量を削減目標とする場合》 

                                   単位：排出量（t-CO2），削減率（％） 

温室効果ガスの種類 

基準年度 
(平成25年度) 

削減目標 
目標年度 

(令和5年度) 

排出量 
(a) 

削減率 
(b) 

削減量 
(c) 

排出見込量 
(d) 

エネルギー起源CO2 131,878 10.7 14,119 117,759 

非エネルギー起源CO2     

メタン     

一酸化二窒素     

フロン類     

温室効果ガス 
実排出量総計 

131,878 10.7 14,119 117,759 

温室効果ガス 
みなし排出量 

    

目標設定の考え方 
第3次広島県地球温暖化防止地域計画に沿い、令和12年比で弊社実績の平成
25年度排出量131,878t-CO2の22％改善を目標にし、年度毎に排出見込量を算
出。 

※ 削減率(b)＝(c)/(a)×100  削減量(c)=(a)-(d) 

 《原単位を削減目標とする場合》 

  原単位算定に用いた指標： 生産高（Ｍ￥） 

                   単位：排出量(t-CO2），原単位量（kg等），削減率（％） 

温室効果ガスの種類 

基準年度 
(平成８年度) 

原単位 
削減目標 

目標年度 
(平成３２年度) 

排出量
（a） 

原単位 
数値 
(b) 

原単位
(c) 

削減率 
(d) 

排出 
見込量    
(e) 

原単位 
見込数値 

(f) 

原単位 
見込 
(g) 

エネルギー起源CO2        

非エネルギー起源CO2        

メタン        

一酸化二窒素        

フロン類        

総排出量        

エネルギー消費原単位 

（原油換算kl） 
       

目標設定の考え方  

※ 削減率(d)＝｛(c)－(g)｝/(c)×100  原単位(c)＝(a)/(b)  原単位見込(g)＝(e)/(f) 
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６ 温室効果ガスの排出の抑制に係る措置項目及び目標並びに具体的な取組み等 

 ○ 温室効果ガスの排出抑制に向けた取組み 

 項 目 数値目標 具体的な取組み 

１ 生産性向上 効果試算未定 各工程の歩留向上 

２ 省エネ推進 効果試算未定 
ＬＥＤ化推進、断熱強化、省エネ分科
会発足、エネルギー見える化、など 

３ 再エネ導入 効果試算未定 太陽光発電増設 

４    

※ 原単位で作成する場合は，数値目標欄の記載例中，「使用量」を「原単位」に適宜読み替えるこ

と 

○ 温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組み（環境価値の活用等） 

 種 類 合計量 

１ － － 

２   

３   

○ その他の取組み 

 項 目 数値目標 具体的な取組み 

１ － － － 

２    

 ※ 環境に配慮した実践的な取組みなどをされていれば記入してください。 

 

７ 温室効果ガス削減計画の推進並びに実施状況の点検及び評価に関する方法等  

（１）推進・点検体制 

  

 

 

 

 

 

（２）実施状況の点検・評価 

・エネルギー使用量 省エネ分科会にて報告（平成２８年～隔月開催） 

・ＣＯ２排出量   年度集計を行ない、環境管理委員会にて報告、 

省エネ法定期報告書に記載 

・設備設計投資   発生の都度ＤＲにて確認、事業部及び本社へ答申 

 

（３）計画書等の公表 

事業所にて、閲覧可能 

統括責任者     事業所長 

エネルギー管理者  生産技術部 ３名 

設備設計      生産技術部 ８名（ファシリティグループ） 

事務局       環境安全部 ６名（環境グループ） 


